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３月定例会は、２月20日から３月25日までの34日間の日程
で開催され、新年度予算、各会計の補正予算、副市長の人
事など全ての案件を可決しました。
一般質問では、13人の議員が、市政全般にわたり市当局の
考え方や疑問をただしました。

3月
定例会

 
一
般
会
計
予
算
の
主
な
内
容

合計261億 2,000万円

自主財源
合計
１５９億
６，７６０万円
61%

依存財源
合計
１０１億
５，２４０万円
39%

市税
　127億9,424万円  49.0％
市民税、固定資産税、市たばこ税など
繰入金　14億849万円  5.4％
財政調整基金などの預金から
下ろして使うお金
諸収入　4億6,706万円  1.8％
講座受講料、不燃物売却代、健康診断
自己負担分、預金利子、受託事業収入など
繰越金　3億円  1.1％
前年度から繰り越されるお金
使用料及び手数料
　4億9,801万円  1.9％
幼稚園等の使用料、住民票等交付
手数料、ごみ処理手数料など

分担金及び負担金
　4億7,405万円  1.8％
保育料、小中学校給食費等負担金など

財産収入等　2,575万円  0.1％
私有財産貸付収入、基金利子など

その他
　2億7,124万円  1.1％
地方特例交付金、地方交付税など

地方譲与税
　3億5,745万円  1.4％
国が徴収した特定の税から
分配されるお金
地方消費税交付金
　6億5,959万円  2.5％
地方消費税の一部が県から交付
されるお金
県支出金
　12億4,835万円  4.8％
市の事業に対し県から交付されるお金

国庫支出金
　39億3,277万円  15％
市の事業に対し国から交付されるお金

市債
　36億8,300万円  14.1％
国や銀行から長期に借り入れるお金

＊自主財源：市が自主的に収入する財源。＊依存財源：国や県から定められた額を収入する財源。

収　入

●
受
益
者
負
担
の
適
正
化

社
会
体
育
施
設
や
公
民
館
使
用
料
の
一
部
見
直
し
等

●
扶
助
費
の
抑
制

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
見
直
し
等

●
長
浦
駅
及
び
袖
ケ
浦
駅
舎
等
整
備
事
業

自
由
通
路
及
び
駅
舎
橋
上
化
改
修
を
行
い
、
駅
周
辺
地
区
に
お
け
る
都
市
機
能
の

向
上
を
図
り
、長
浦
駅
は
全
面
供
用
開
始
、袖
ケ
浦
駅
は
一
部
供
用
の
開
始
を
行
う
。

●
袖
ケ
浦
駅
海
側
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業

組
合
へ
の
技
術
支
援
を
行
う
と
と
も
に
補
助
金
の
交
付
を
行
う
。

●
そ
で
が
う
ら
こ
ど
も
館
の
開
設

子
育
て
機
能
を
集
約
し
た
そ
で
が
う
ら
こ
ど
も
館
を
運
営
し
、
家
庭
や
子
育
て

サ
ー
ク
ル
等
の
支
援
を
行
う
。

●
新
規
保
育
園
︵
社
会
福
祉
法
人
︶
建
設
補
助

待
機
児
童
解
消
の
た
め
、（
仮
称
）
神
納
保
育
園
（
社
会
福
祉
法
人
）
の
建
設
事

業
に
対
し
補
助
を
行
う
。

●
子
育
て
短
期
支
援
事
業
の
新
規
開
始

保
護
者
の
疾
病
等
の
理
由
で
児
童
を
養
育
す
る
こ
と
が
一
時
的
に
困
難
に
な
っ
た

場
合
等
、
児
童
養
護
施
設
に
お
い
て
養
育
及
び
保
護
を
行
う
。

●
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
完
成

平
成
25
年
度
に
引
き
続
き
、
工
事
を
実
施
し
今
年
度
秋
に
完
成
予
定

預
金
取
崩
し

厳
し
い
財
政

平
成
26
年
度
財
政
調
整
基
金
か
ら

預
金
取
崩
し

預
金
取
崩
し

預
金
取
崩
し

預
金
取
崩
し

預
金
取
崩
し

預
金
取
崩
し

預
金
取
崩
し

預
金
取
崩
し

預
金
取
崩
し

預
金
取
崩
し

預
金
取
崩
し

預
金
取
崩
し

預
金
取
崩
し

預
金
取
崩
し

預
金
取
崩
し

預
金
取
崩
し

預
金
取
崩
し

預
金
取
崩
し

預
金
取
崩
し

預
金
取
崩
し

預
金
取
崩
し

平平平
成成成
222
年
度
年
度
年
度
年
度
年
度
財
政
調
整
基
金
か
ら

財
政
調
整
基
金
か
ら

財
政
調
整
基
金
か
ら

財
政
調
整
基
金
か
ら

財
政
調
整
基
金
か
ら

財
政
調
整
基
金
か
ら

財
政
調
整
基
金
か
ら

財
政
調
整
基
金
か
ら

財
政
調
整
基
金
か
ら

財
政
調
整
基
金
か
ら

財
政
調
整
基
金
か
ら

財
政
調
整
基
金
か
ら

財
政
調
整
基
金
か
ら

6
億
2
千
万
円
の

予
定
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ど
ん
な
討
論
が
で
た
の
？

　

消
費
税
増
税
の
中
で
、
市
民

の
負
担
を
求
め
る
要
素
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
財
政
難
で
あ

り
、
平
成
29
年
度
ま
で
に
58
億

円
の
歳
入
が
不
足
す
る
と
言
い

な
が
ら
、
開
発
と
関
連
事
業
に

は
膨
大
な
費
用
を
投
じ
る
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
暮
ら
し
、

福
祉
、
教
育
を
最
優
先
と
す
る

市
政
運
営
を
す
べ
き
で
あ
る
の

で
反
対
で
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
下
で
、

持
続
可
能
な
財
政
基
盤
確
立
の

た
め
、
様
々
な
取
組
み
を
進
め

な
が
ら
も
、
子
育
て
環
境
の
更

な
る
向
上
を
進
め
、
ま
た
、
袖

ケ
浦
市
の
将
来
の
発
展
の
た
め

の
都
市
基
盤
整
備
や
教
育
関
連

施
設
整
備
な
ど
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
、
市
民
生
活
の
安

心
と
安
定
に
努
め
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
の
で
賛
成
で
す
。

平成26年度
  将来を見据えた

一般会計 261 億 2,000 万円
特別会計 131 億 2,100 万円
水道事業会計 30 億 1,800 万円

過去最大規模予算
特
別
会
計
予
算

●
国
民
健
康
保
険 

71
億
9
千
100
万
円　

●
後
期
高
齢
者
医
療 

4
億
3
千
800
万
円　

●
介
護
保
険 

36
億
8
千
800
万
円

●
農
業
集
落
排
水
事
業 

4
億
7
千
100
万
円

●
公
共
下
水
道
事
業 

13
億
3
千
300
万
円

右
記
の
５
特
別
会
計
の
総
額
131
億
2
千
100
万
円

●
水
道
事
業 

30
億
１
千
800
万
円

以
上
に
つ
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

特別会計とは…
一般会計に対し、特定事業など収
入、支出を個別に処理する会計の
ことです。

合計261億 2,000万円

義務的経費
合計
１０３億９０５万円
３９％

投資的経費
合計

６４億３，１５５万円
２５％

その他の経費
合計
９３億７，９４０万円
３６％

人件費
　54億4,366万円  20.8％
職員給与、共済組合負担金、
議員報酬等
公債費
　10億8,769万円  4.2％
元金・利子償還金
扶助費
　37億7,770万円  14.5％
生活保護費、児童手当など

その他
　2億7,042万円  1.0％
積立金、出資金など

貸付金
　2億3,248万円  0.9％
奨学資金貸付金、高齢者等住宅整備
資金貸付金、中小企業融資資金貸付金
など

維持補修費
　1億7,335万円  0.7％
道路や橋梁、学校、庁舎などの維持補修

補助費等
　23億5,281万円  9.0％
補助金、交付金、負担金など

繰出金
　18億2,574万円  7.0％
介護保険、国民健康保険等特別会計へ
一般会計から支出するお金
物件費
　45億2,460万円  17.3％
委託料、需用費など

普通建設事業費
　64億3,104万円  24.6％
災害復旧事業費
　51万円  0％

＊義務的経費：支出が義務付けられ、任意に節減できない経費。＊投資的経費：施設など、財産として将来的に残るものにかかる経費。

支　出

篠
﨑 

典
之 

議
員

佐
久
間 

清 

議
員

賛成

反対
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市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
の
給
与
の

減
額
を
引
き
続
き
実
施
す
る
た
め
に

条
例
の
一
部
改
正
を
行
う
議
案
が
、
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
7
月
1
日
か
ら
構
造
改
革

の
取
組
み
実
施
を
理
由
に
、
市
長
は

20
％
、
副
市
長
は
15
%
、
教
育
長
は

13
%
の
給
与
削
減
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
平
成
26
年
度
は
1
年
間
一
律
10
%

の
削
減
率
へ
変
更
す
る
と
い
う
提
案
で

し
た
。

　

こ
の
議
案
で
は
、
次
の
よ
う
な
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。

　

反
対
意
見
は
、
今
後
の
財
源
不
足
を

理
由
に
市
民
負
担
を
増
や
す
中
、
な
ぜ

削
減
率
を
下
げ
る
の
か
納
得
で
き
な
い
。

削
減
率
を
変
え
ず
に
そ
の
ま
ま
継
続

実
施
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
で
し
た
。

ま
た
賛
成
意
見
は
、
給
与
削
減
は
特
別

職
自
ら
が
判
断
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ

の
内
容
は
適
正
だ
と
い
う
意
見
で
し
た
。

　

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、敬
老
祝

金
の
支
給
対
象
及
び
支
給
額
等
を
見

直
す
こ
と
に
よ
り
、こ
の
制
度
を
持

続
可
能
な
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、

長
寿
を
祝
う
た
め
敬
老
祝
い
金
を
、

長
寿
祝
い
金
と
変
更
す
る
た
め
、条

例
の一
部
を
変
更
す
る
議
案
が
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

副市長
山口 幹雄氏

副市長山口幹雄氏
が平成26年３月26日
をもって任期満了とな
るため、引き続き同氏
を選任することについ
て議会は賛成多数で
同意しました。任期は
４年です。

副市長　再任

　日本人の長寿化が進む中で、本
市においても祝い金の考え方、あり
方を見つめなおし、さらなる長寿を
目指していただき、本制度を孫子の
代まで持続可能なものとするため、
支給額等の見直しを行うものであ
り、必要かつ適正な改正であると
考えるので賛成です。

　8%消費税が実施されるだけでな
く、高齢者にとっては年金の不当な
切下げ、医療費の負担増など、厳し
い生活環境となっている中での敬老
祝い金（930万円）の削減は、地域経
済にマイナスの影響を及ぼします。
開発や駅舎の改築などに膨大な税
金を注ぎながら、高齢者の楽しみに
している祝い金を削減することには
反対です。

新制度（長寿祝い金）

77歳（喜寿） 廃止
（前支給額1万円）

88歳（米寿） 2万円
95歳から98歳 廃止

（前支給額3万円）
99歳以上 3万円

（前支給額5万円）

敬老祝い金を

制度見直しも

篠﨑 典之 議員 笹生 典之 議員

77
歳
と

95
歳
か
ら
98
歳
の

支
給
を
廃
止
に

制度見直しも
長寿祝い金に改名

市
長
、
副
市
長
、

教
育
長
の
給
与
減
額

〜
賛
成
多
数
で
可
決
〜

４
／
11
︵
金
︶
14
時
～
開
催

新
し
い
農
業
委
員
に

笹
生
猛
議
員
と
福
原
孝
彦
議
員

4
月
臨
時
会

賛成反対

　

発
議
案
第
１
号
農
業
委
員
会
委

員
の
推
薦
に
つ
い
て
は
、
委
員
２
名

が
辞
任
し
欠
員
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
第
12
条
第
２
号
の
規
定
に
よ

り
、
笹
生
猛
議
員
と
福
原
孝
彦
議

員
の
２
名
を
新
た
に
推
薦
し
、
全

員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
号
及
び
第
２
号
は
専

決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
の
審
議
が
あ
り
、
第
１
号

は
袖
ケ
浦
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、

第
２
号
は
袖
ケ
浦
市
都
市
計
画
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
、
全
員
賛
成
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
他
に
水
道
料
金

の
債
権
放
棄
に
つ
い
て
の
専
決
処

分
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
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全会一致で原案可決・同意とした議案
　3月定例会では、28議案が提案され、すべての議案が原案可決・同意されました。
　そのうち賛否が分かれた議案は上記の8議案でした。

全会一致で原案可決・同意された主な議案
●子育て中の親子が気軽に集い、親も子供も自由に交流し、育児不安についても保育士

が相談に応じる子育て交流の場として、そでがうらこども館（4月1日オープン）を開設す
るための条例の制定をする議案

●袖ケ浦市災害救助基金条例の一部を改正する条例の制定をする議案
●袖ケ浦市消防手数料条例の一部を改正する条例の制定をする議案
●人権擁護委員齊藤哲夫氏が平成26年6月30日をもって任期満了となるため、新たに

石井菊
き く

女
め

氏を推薦する議案
●固定資産評価員高山栄作氏が平成26年3月31日をもって任期満了となるため、新たに

長谷川美喜男氏を推薦する議案

詳細については、袖ケ浦市ホームページでご確認いただくか、議会事務局にお問い合わせ
ください。
　　袖ケ浦市ホームページ http://www.city.sodegaura.chiba.jp
　　議会事務局　☎（62）3450

議長は、地方自治法第116条の規定により、採決に加わりません。
議案名中の『袖ケ浦市』及び、『～ついて』は省略表示してあります。 ○＝原案賛成　●＝原案反対

議　案　名

議
決
結
果

粕
谷　

智
浩

在
原　

直
樹

小
国
　

勇

笹
生　

典
之

緒
方　

妙
子

篠
原　

幸
一

村
田
　

稔

鈴
木　

憲
雄

佐
久
間　

清

前
田　
美
智
江

長
谷
川　
重
義

篠
﨑　

龍
夫

茂
木　

芳
和

励
波　

久
子

佐
藤　

麗
子

笹
生
　

猛

榎
本　

雅
司

阿
津　

文
男

田
邊　

恒
生

塚
本　

幸
子

福
原　

孝
彦

篠
﨑
　
典
之

渡
辺
盛（
議
長
）

特別職の職員等の給与の特例に関す
る条例の一部を改正する条例の制定

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● ─

一般職の職員の給与に関する条例
の一部を改正する条例の制定

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ─

敬老祝金条例の一部を改正する条
例の制定

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ─

平成25年度介護保険特別会計補正
予算（第3号）

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ─

平成26年度一般会計予算 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ─

平成26年度後期高齢者医療特別会
計予算

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ─

平成26年度介護保険特別会計予算 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ─

副市長の選任 原案
可決 ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ─




平成 26年 3月定例会の議決結果
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一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定 

　

50
歳
代
後
半
層
の
職
員
の
給
与
水
準
の
上
昇
を

抑
え
、
昇
給
を
停
止
す
る
た
め
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

質
 問
市
の
人
件
費
率
が
全
国
で
36
番
目
に
高
い

指
数
と
な
っ
て
い
る
が
そ
の
理
由
は
。

回
 答
急
激
な
高
度
経
済
成
長
の
時
代
に
、
多
数

採
用
さ
れ
た
職
員
が
現
在
50
歳
代
と
な
り
、
給

与
所
得
の
層
が
膨
ら
ん
で
い
る
の
が
要
因
で
す
。

質
 問
対
象
者
は
。

回
 答
部
長
、
次
長
、
課
長
職
の
98
名
で
す
。

質
 問
10
年
前
と
今
回
の
改
正
後
で
ど
の
く
ら
い

の
額
の
違
い
が
あ
る
の
か
。

回
 答
部
長
職
で
10
年
前
の
給
与
月
額
の
平
均
が

49
万
9
千
71
円
。
こ
れ
に
対
し
て
引
き
下
げ
後

が
45
万
9
千
216
円
で
す
。

質
 問
賃
金
の
引
き
下
げ
が
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
低
下
に
つ
な
が
ら
な
い
か
。

回
 答
数
年
で
相
当
の
退
職
者
が
出
る
の
で
、
業

務
を
維
持
す
る
た
め
高
齢
者
層
の
指
導
力
が
重

要
と
な
り
ま
す
。
適
材
適
所
、
勤
務
評
定
等
も
重

視
し
、
勤
務
に
見
合
っ
た
昇
給
昇
格
に
心
が
け
、

メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た
人
事
を
検
討
し
ま
す
。

  委員会レポート
議会では、より詳しい審議をするため 3 つの常任委員会で審議しています。3 月定例会では、議案 15
議案が各委員会へ付託され、すべて可決されました。（以下、審議内容抜粋）
委員会の様子も傍聴できますので、傍聴の際には事前に議会事務局までお問い合わせください。

袖ケ浦市議会事務局 （62）3450

子
育
て
支
援
拠
点
施
設
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

乳
幼
児
の
健
や
か
な
育
成
及
び
子
育
て
親
子
の

交
流
を
図
る
と
と
も
に
、
子
育
て
家
庭
を
支
援
す

る
た
め
の
施
設
と
し
て
「
そ
で
が
う
ら
こ
ど
も

館
」
を
開
設
す
る
た
め
に
条
例
の
制
定
を
す
る
も

の
で
す
。

質
 問
こ
ど
も
館
の
休
館
日
設
定
の
考
え
方
は
。

回
 答
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
館
と
し
ま

す
。
休
館
日
は
家
族
と
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
ま
す
が
、
日
曜
日
の
開
館
に
つ
い
て

多
数
の
ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば
今
後
検
討
し
ま
す
。

質
 問
利
用
し
や
す
い
施
設
で
あ
る
こ
と
を
も
っ

と
Ｐ
Ｒ
し
な
い
か
。

回
 答
 で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

質
 問
開
館
時
間
は
午
前
８
時
半
か
ら
午
後
５
時

15
分
で
あ
る
が
、
市
長
が
認
め
る
と
き
は
変
更

が
可
能
と
条
例
で
記
載
し
て
い
る
。
ど
う
い
う

場
合
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

回
 答
館
内
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
務
所
や
、
３
歳
以
上
の
児
童
を
対
象
と
し
た

吉
野
田
保
育
所
へ
の
送
迎
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
併

設
さ
れ
ま
す
。
送
迎
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
さ

れ
る
方
の
中
に
は
、
午
後
７
時
ま
で
こ
ど
も
館

を
利
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の

よ
う
な
条
例
の
記
載
を
行
い
ま
し
た
。

水
道
事
業
会
計
資
本
剰
余
金
の
処
分

　

水
道
局
で
は
、
水
道
管
を
入
れ
る
際
に
、
公
共

下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
な
ど
か
ら
敷
設
工
事
に

つ
い
て
一
部
負
担
金
を
受
け
入
れ
ま
す
。
平
成
25

年
度
中
の
事
業
に
お
い
て
老
朽
管
更
新
の
際
に
資

産
で
あ
る
古
い
水
道
管
を
撤
去
し
ま
し
た
が
、
撤

去
さ
れ
る
水
道
管
を
入
れ
た
時
に
受
け
入
れ
た
負

担
金
も
、
水
道
管
の
除
却
に
合
わ
せ
て
貸
借
対
照

表
上
会
計
処
分
さ
れ
る
も
の
で
す
。

質
 問
こ
の
負
担
金
は
誰
が
支
払
っ
て
い
る
も
の

な
の
か
。

回
 答
公
共
下
水
道
と
農
業
集
落
排
水
に
つ
い
て

は
一
般
会
計
か
ら
負
担
金
と
し
て
支
出
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
以
前
は
国
庫
補
助
金
や
県
補
助

金
も
あ
り
ま
し
た
。

質
 問
400
万
円
の
処
分
と
い
う
こ
と
だ
が
こ
の
積

算
根
拠
は
あ
る
の
か
。

回
 答
算
定
方
法
が
あ
り
、
減
価
償
却
し
て
残
っ

た
分
を
処
分
額
と
し
て
整
理
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

	

３
月
５
日
開
催

議
案　

5
件

建
設
経
済
常
任
委
員
会

	

３
月
６
日
開
催

議
案　

４
件

総
務
企
画
常
任
委
員
会

	

３
月
４
日
開
催

議
案　

6
件
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一般質問とは？
皆さんの生活にかかわる大切な内容につい
て、議員が市に対して質疑を行います。
今回の一般質問であなたの生活にかかわる内
容はありますか？

　
緒
方　
妙
子　
議
員　
　
　
︵
公
明
党
︶

　
田
邊　
恒
生　
議
員　
　
　
︵
市
民
ク
ラ
ブ
︶

・
施
政
方
針
お
よ
び
平
成
26
年
度
予
算

編
成
に
つ
い
て

・近
隣
地
区
の
状
況
変
化
に
対
応
し
た
「
賑

わ
い
と
魅
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の

推
進
に
つ
い
て

・「
持
続
可
能
な
財
政
構
造
確
立
の
た
め
の

集
中
的
取
組
み
」
の
実
効
策
に
つ
い
て

市政を問う1313
が
人人

公
共
施
設
再
編
整
備
の

状
況
と
予
定
を
伺
う
。

白
書
を
作
成
し
、
各
施

設
の
管
理
、
維
持
を
整

理
し
、
今
後
の
取
組
み
や
実

施
時
期
を
具
体
化
す
る
計
画

を
策
定
し
、
取
り
組
み
ま
す
。

未
利
用
市
有
地
の
利
活

用
の
状
況
等
を
伺
う
。

今
年
度
は
８
物
件
の
売

却
処
分
で
約
１
億
１
千

500
万
円
の
収
入
予
定
で
す
。

今
後
も
売
却
処
分
や
貸
付
等

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま

す
。

こ
ど
も
館
の
今
後
の
展

開
に
つ
い
て
伺
う
。

４
月
の
身
体
測
定
、
お

誕
生
会
、
お
は
な
し
会
、

栄
養
士
巡
回
な
ど
様
々
な
行

事
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

袖
ケ
浦
駅
海
側
地
区
完

成
に
向
け
た
ま
ち
づ
く

り
推
進
策
に
つ
い
て
伺
う
。

現
在
、
50
%
の
進
捗
で
、

一
部
ま
ち
開
き
を
10
月

19
日
の
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
マ
ラ

ソ
ン
に
合
わ
せ
て
行
う
よ
う

調
整
中
で
す
。

　

県
事
業
の
J
R
と
の
立
体

交
差
の
あ
る
高
須
箕
和
田
線

は
H
28
年
度
末
完
成
と
1
年

前
倒
し
が
県
よ
り
公
表
さ
れ

ま
し
た
。
市
の
負
担
金
は
総

事
業
費
25
億
500
万
円
の
10
%
、

約
2
億
5
千
万
円
と
な
る
予

定
で
す
。

　

西
内
河
根
場
線
は
木
更
津

市
と
連
携
し
て
協
議
を
進
め

て
お
り
、
県
が
早
期
に
着
手

を
図
れ
る
よ
う
H
26
年
度
に

両
市
が
協
力
し
て
測
量
・
調

査
を
行
う
予
定
で
す
。
駅
前

商
業
施
設
の
誘
致
は
早
期
立

地
に
向
け
土
地
購
入
者
に
働

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ポ
イ
ン
ト
制
度
の
開
始

時
期
に
つ
い
て

H
26
年
度
下
期
に
開
始

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

国
の
大
型
補
正
予
算
に

お
け
る
本
市
の
活
用
を

伺
う
。事

業
の
前
倒
し
に
取
り

組
み
、
通
常
分
と
は
別

に
交
付
金
、
国
庫
支
出
金
を

約
４
億
８
千
万
円
確
保
で
き

る
予
定
で
す
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

（
命
名
権
）
や
雑
誌
オ

ー
ナ
ー
制
度
等
、
又
広
告
以

外
の
収
入
確
保
の
推
進
を
し

な
い
か
伺
う
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
等

は
課
題
を
考
察
し
、検

討
を
重
ね
ま
す
。広
告
以
外

で
は
自
動
販
売
機
設
置
料
を

入
札
制
度
に
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

き
か
け
て
い
き
ま
す
。

地
元
商
業
施
設
の
活
性

化
策
に
つ
い
て
伺
う
。

「
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
作
成
し
具
体
的

な
振
興
策
、
活
性
化
策
に
取

り
組
み
ま
す
。

平
成
通
り
沿
線
の
市

街
化
調
整
区
域
で
、

開
発
し
や
す
い
土
地
利
用
の

推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

次
期
都
市
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
策
定
に
合
わ
せ

検
討
し
ま
す
。

長
浦
駅
の
「
み
ど
り
の

窓
口
」
復
活
の
要
望
を

し
な
い
か
伺
う
。

全
社
的
な
Ｉ
Ｔ
化
、
チ

ケ
ッ
ト
レ
ス
化
を
推
進

し
て
お
り
難
し
い
と
の
回
答

で
す
が
、
引
続
き
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

H
26
年
度
予
算
編
成
か
ら

近
隣
の
状
況
変
化
に
対
応

し
た
ま
ち
づ
く
り
推
進
策

収
入
確
保
へ
の
取
組
み

H
26
年
度
各
施
策
へ
の

取
組
み

Q

Q

Q

QQQ

QQ

QQ A

A

A

AAA

AA

AA
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在
原　
直
樹　
議
員　
　
　
︵
創
袖
ク
ラ
ブ
︶

　
粕
谷　
智
浩　
議
員　
　
　
︵
新
風
会
︶

　
小
国　
勇　
議
員　
　
　
︵
志
清
会
︶

・
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て

・
通
学
路
に
お
け
る
、
交
通
安
全
対
策

に
つ
い
て

・
持
続
可
能
な
財
政
構
造
確
立
の
た
め

の
集
中
的
取
組
み
に
つ
い
て

・
災
害
発
生
時
に
お
け
る
市
の
対
応
に

つ
い
て

・
本
市
に
お
け
る
水
道
事
業
の
今
後
の

姿
に
つ
い
て

・
本
市
の
人
口
増
の
取
組
み
並
び
に
施

策
に
つ
い
て

一般質問市政を問う

市
が
管
理
す
る
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
台
数
は
。

公
共
施
設
の
管
理
目

的
で
、
全
小
中
学
校
、

公
民
館
、
都
市
公
園
、
長
浦

駅
南
北
自
由
通
路
な
ど
合
計

121
台
設
置
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
公
共
の
場
所
、

例
え
ば
駅
前
広
場
な
ど

に
設
置
し
て
い
か
な
い
か
。

県
の
補
助
制
度
の
活
用

も
含
め
、
今
後
、
駅
前

広
場
を
重
点
に
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
基

準
を
条
例
化
し
て
い
か

な
い
か
。

現
時
点
で
は
、
直
ち
に

条
例
を
制
定
す
る
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
設
け
る
必
要
は
あ

り
ま
す
の
で
、
今
後
調
査
し

て
い
き
ま
す
。

取
組
み
最
終
年
度
で
も

約
４
億
円
弱
の
財
源
不

足
だ
が
。

Ｈ
27
年
度
に
今
後
の
財

政
状
況
を
見
極
め
見
直

し
を
し
て
い
き
ま
す
。

受
益
者
負
担
を
お
願
い

す
る
に
あ
た
っ
て
の
根

拠
の
資
料
や
数
字
を
公
表
す

る
考
え
が
な
い
か
伺
う
。

今
後
見
直
し
を
図
っ
て

い
く
も
の
に
関
し
て
は

公
表
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

料
金
の
見
直
し
後
で
も

原
価
と
か
け
離
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
う
る
が
こ
の

よ
う
な
場
合
ど
う
す
る
の
か
。

原
則
３
年
ご
と
の
見
直

し
と
な
っ
て
い
る
の
で

現
行
料
金
と
差
が
あ
る
場
合

に
は
更
に
見
直
し
を
し
ま
す
。

公
共
施
設
で
利
用
率
が

低
い
、
ま
た
趣
旨
が
薄

れ
た
施
設
が
あ
る
と
の
こ
と

本
市
に
お
け
る
石
綿
セ

メ
ン
ト
管
や
塩
化
ビ
ニ

ー
ル
管
改
修
事
業
の
進
捗
状

況
は
。Ｈ

25
年
度
末
ま
で
の

進
捗
状
況
で
す
が
、
石

綿
セ
メ
ン
ト
管
は
更
新
整
備

率
83
・
２
％
、
塩
化
ビ
ニ
ー

ル
管
は
54
・
５
％
と
な
る
予

定
で
す
。

君
津
地
域
水
道
事
業
統

合
、
広
域
化
の
経
緯
並

び
に
進
捗
状
況
は
。

構
成
団
体
首
長
会
議
で

協
議
し
た
結
果
、
昨
年

10
月
に
覚
書
の
締
結
に
至
り
、

去
る
２
月
14
日
に
「
君
津
地

域
水
道
事
業
統
合
協
議
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。

本
市
は
微
増
な
が
ら
人

口
は
増
加
し
て
い
る
が
、

そ
の
反
面
減
少
地
域
は
あ
る

通
学
路
の
危
険
箇
所
の

現
在
の
状
況
に
つ
い
て
。

Ｈ
24
年
に
市
内
通
学

路
の
一
斉
点
検
を
行
い
、

す
べ
て
対
応
済
み
で
す
。
ま

た
新
た
に
４
箇
所
を
確
認
し
、

Ｈ
25
年
度
中
に
改
善
し
ま
す
。

昨
年
、
蔵
波
小
学
校
で

発
生
し
た
交
通
死
亡
事

故
箇
所
の
改
善
は
。

警
察
と
市
で
現
地
診
断

を
行
い
、
外
側
線
や
セ

ン
タ
ー
ラ
イ
ン
の
引
き
直
し
、

更
に
速
度
を
抑
制
さ
せ
る
た

め
、
ド
ッ
ト
線
を
新
規
に
引

き
改
善
し
ま
し
た
。
ま
た
、

市
内
全
小
中
学
校
に
お
い
て

交
通
安
全
指
導
を
実
施
し
ま

し
た
。こ

の
交
差
点
に
信
号
機

を
設
置
し
な
い
か
。

木
更
津
警
察
署
が
信
号

機
の
設
置
を
県
警
本
部

に
要
請
し
て
い
ま
す
。

だ
が
ど
こ
の
施
設
か
伺
う
。

平
川
公
民
館
富
岡
分
館
、

農
業
セ
ン
タ
ー
は
稼
働

率
が
低
い
状
況
で
す
。
ま
た
、

教
職
員
・
職
員
住
宅
、
奈
良

輪
会
館
を
は
じ
め
と
す
る
地

区
会
館
は
市
が
保
有
す
る
意

義
が
薄
れ
て
い
ま
す
。

市
長
は
い
つ
か
ら
こ
の

財
政
状
況
を
把
握
し
て

い
た
の
か
伺
う
。

議
員
活
動
中
か
ら
財
政

状
況
が
変
化
し
て
い
る

こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
し
た
。

市
長
就
任
当
時
か
ら
も
わ
か

っ
て
い
ま
し
た
。

厳
し
い
財
政
状
況
だ
が
、

将
来
に
対
し
て
の
投

資
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
市
長
は
ど
の
よ
う
に
お

考
え
か
伺
う
。

Ｈ
32
年
度
策
定
の
次
期

総
合
計
画
の
中
で
見
極

め
て
い
き
ま
す
。

か
。

直
近
５
年
間
の
増
減
で

見
る
と
、
中
川
・
富
岡

地
域
が
284
人
、
平
岡
地
域
が

422
人
と
減
少
し
て
い
ま
す
。

顕
著
な
の
は
平
岡
地
区
で
す
。

減
少
地
域
の
人
口
増
の

施
策
は
。

平
岡
地
区
地
域
活
性
化

対
策
協
議
会
を
立
ち
上

げ
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

人
口
減
少
の
要
因
で
も

あ
る
出
生
率
の
低
下
、

未
婚
、
晩
婚
化
の
取
組
み
は
。

次
世
代
育
成
支
援
後
期

行
動
計
画
に
お
い
て
子

育
て
支
援
施
策
の
強
化
、
母

子
事
業
に
お
い
て
は
、
妊
娠

中
の
健
診
費
用
の
一
部
助
成

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
結
婚

を
希
望
さ
れ
る
方
の
支
援
と

し
て
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
効
果

通
学
路
の
交
通
安
全
対
策

持
続
可
能
な
財
政
構
造
確

立
！
集
中
的
取
組
み
と
は

本
市
に
お
け
る
水
道
事
業

の
今
後
の
姿

本
市
の
人
口
増
の
取
組
み

並
び
に
施
策
は

Q

Q

QQQ

QQQ

QQ
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QQ

Q

QQ
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A

A

AAA

AA
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笹
生　
典
之　
議
員　
　
　
︵
新
風
会
︶

　
篠
﨑　
典
之　
議
員　
︵
日
本
共
産
党
袖
ケ
浦
市
議
団
︶

　
篠
﨑　
龍
夫　
議
員　
︵
新
政
会
︶

・
袖
ケ
浦
市
地
域
防
災
計
画
の
具
体
的

な
取
組
み
に
つ
い
て

・
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

・
福
祉
行
政
に
つ
い
て

・
農
業
施
策
と
農
業
委
員
会
の
あ
り
方

等
に
つ
い
て

・
健
康
づ
く
り
の
具
体
化

・
不
法
投
棄
ゴ
ミ
対
策

一般質問市政を問う

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇

所
の
周
辺
住
民
へ
の
周

知
は
行
っ
た
の
か
。

危
険
区
域
周
辺
住
民
の

皆
さ
ま
に
は
説
明
会
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
標
識

や
標
柱
を
設
置
し
周
知
を
図

っ
て
い
ま
す
。

避
難
所
に
お
け
る
受
入

れ
時
の
混
乱
を
避
け
る

た
め
に
、
避
難
者
へ
の
対
応

方
法
に
つ
い
て
は
、
平
時
よ

り
掲
示
し
て
お
か
な
い
か
。

必
要
な
情
報
を
事
前
に

知
ら
せ
て
お
く
こ
と
は

非
常
に
重
要
で
あ
り
、
ご
家

族
の
安
否
確
認
の
方
法
や
避

難
所
の
基
本
的
ル
ー
ル
な
ど

を
平
時
よ
り
掲
示
す
る
な
ど

今
後
前
向
き
に
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

災
害
時
の
学
校
安
全
メ

ー
ル
を
交
通
安
全
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
も
配
信

財
政
難
の
原
因
と
責
任

を
ど
う
考
え
る
か
。

景
気
低
迷
や
少
子
高
齢

化
等
に
よ
る
社
会
保
障

関
係
費
増
が
原
因
で
、
時
々

の
対
応
策
実
行
が
責
任
を
果

た
す
こ
と
と
考
え
ま
す
。

地
方
交
付
税
交
付
団
体

に
な
る
可
能
性
は
。

今
の
と
こ
ろ
は
、
な
い

と
考
え
ま
す
。

生
活
保
護
相
談
者
に
対

し
て
「
情
報
提
供
」
だ

と
し
て
特
定
企
業
を
紹
介
し

て
い
た
事
例
が
20
件
あ
っ
た
。

職
業
安
定
法
上
問
題
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

相
談
の
中
で
行
っ
て
い

た
就
労
情
報
提
供
が
、

職
業
安
定
法
に
抵
触
す
る
と

千
葉
労
働
局
か
ら
指
摘
さ
れ
、

た
だ
ち
に
是
正
し
ま
し
た
。

市
は
、
健
康
づ
く
り
を

う
た
っ
て
い
る
が
、
具

体
性
が
見
え
な
い
。　
　

　
最
近
、
自
治
体
や
民
間
会

社
で
、
持
続
可
能
な
健
康
づ

く
り
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
市
内
の
三
井
化
学
で
は
、

終
業
後
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

フ
ッ
ト
サ
ル
な
ど
を
や
り
、

総
合
的
な
活
動
に
繋
げ
て
い

る
。

　
宇
佐
市
は
、
自
治
会
で
チ

ュ
ー
ブ
体
操
を
や
っ
た
り
、

個
人
で
は
、
食
事
で
一
口
30

回
以
上
噛
む
こ
と
や
毎
日
8

千
歩
以
上
歩
く
な
ど
各
自
の

目
標
を
決
め
て
行
っ
て
い
る
。

　
市
民
こ
ぞ
っ
て
の
健
康
づ

く
り
活
動
を
行
わ
な
い
か
。

第
2
次
健
康
プ
ラ
ン
21

の
中
で
、
総
合
的
な
持

続
可
能
な
健
康
づ
く
り
活
動

を
考
え
て
い
ま
す
。
庁
内
の

「
健
康
づ
く
り
部
会
」
な
ど

す
る
な
ど
、
登
下
校
中
の
災

害
対
策
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
よ
う
協
議
し
て
い
か
な
い

か
。

各
学
校
を
通
じ
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
か
を
働

き
か
け
て
い
き
ま
す
。

発
災
初
期
は
、
電
話
が

通
じ
に
く
く
、
迅
速
な

情
報
収
集
が
困
難
で
あ
る
。

そ
こ
で
情
報
収
集
手
段
に
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
を
検
討

し
な
い
か
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ

イ
ッ
タ
ー
な
ど
を
活
用

し
た
情
報
収
集
は
、
電
話
の

代
替
手
段
と
し
て
役
立
つ
だ

け
で
な
く
、
情
報
の
拡
散
力

を
活
か
し
た
情
報
提
供
手
段

と
し
て
も
有
効
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
活
用
に
つ
い
て
調

査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

農
地
転
用
汚
職
事
件

の
判
決
が
出
さ
れ
た
。

市
長
は
、
千
葉
県
に
残
土
埋

め
立
て
許
可
取
消
し
を
要
請

し
な
い
か
。

そ
の
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
農
地
転
用
一
時

許
可
取
消
し
な
ど
重
大
な
変

更
が
生
じ
た
場
合
の
厳
正
な

対
応
と
事
業
者
へ
の
一
層
の

指
導
監
督
を
県
に
申
し
入
れ

ま
し
た
。

下
宮
田
農
地
転
用
許
可

相
当
決
定
に
は
問
題
が

あ
り
、
農
業
委
員
会
と
し
て

取
消
し
決
議
を
行
わ
な
い
か
。

県
か
ら
許
可
は
有
効
と

の
回
答
を
得
て
お
り
、

取
消
し
を
求
め
る
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
。

で
調
査
し
、
具
体
的
な
対
応

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

平
川
公
民
館
か
ら
ド
イ

ツ
村
近
辺
の
森
林
を
通

る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を

歩
い
た
。
路
上
に
は
、
お
菓

子
の
食
べ
ガ
ラ
や
瓶
が
散
乱

し
、
山
の
中
に
入
る
と
テ
レ

ビ
や
洗
濯
機
な
ど
が
投
棄
さ

れ
て
い
た
。
不
法
投
棄
ゴ
ミ

対
策
と
し
て
、
今
後
、
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

パ
ト
ロ
ー
ル
を
3
日
か

ら
6
日
へ
の
増
強
や
移

動
式
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
に

よ
り
、
不
法
投
棄
ゴ
ミ
は
減

少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
市
民

の
通
報
で
、
川
へ
の
ゴ
ミ
投

棄
者
が
立
件
さ
れ
た
事
例
が

あ
り
ま
す
。
監
視
カ
メ
ラ
の

増
設
と
土
地
所
有
者
の
協
力

を
得
る
な
ど
、
さ
ら
に
強
化

を
し
て
い
き
ま
す
。

袖
ケ
浦
市
地
域
防
災
計
画

の
具
体
的
な
取
組
み

財
政
の
見
通
し

健
康
づ
く
り
の
具
体
策

埋
め
立
て
取
消
し
を

不
法
投
棄
ゴ
ミ
対
策

生
活
保
護
は
適
切
に

Q
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励
波　
久
子　
議
員　
︵
日
本
共
産
党
袖
ケ
浦
市
議
団
︶

　
鈴
木　
憲
雄　
議
員　
　
　
︵
新
風
会
︶

　
篠
原　
幸
一　
議
員　
　
　
︵
新
風
会
︶

・
高
齢
者
福
祉
施
策
に
つ
い
て

・
産
前
産
後
の
支
援
に
つ
い
て

・
長
浦
駅
・
袖
ケ
浦
駅
の
改
善
に
つ
い
て

・
依
存
財
源
（
国
庫
及
び
県
支
出
金
）

の
活
用
に
つ
い
て

・
袖
ケ
浦
市
景
観
計
画
に
つ
い
て

・
市
内
中
心
市
街
地
の
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

・
特
色
あ
る
施
策
「
袖
ケ
浦
ら
し
さ
」

に
つ
い
て

一般質問市政を問う

要
支
援
者
の
訪
問
、
通

所
介
護
は
保
険
給
付
か

ら
外
し
市
が
実
施
す
る
地
域

支
援
事
業
に
移
さ
れ
る
。
財

源
確
保
、
人
員
体
制
、
現
状

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
可
能
か
。

財
源
は
国
で
検
討
中
な

の
で
注
視
し
て
い
き
ま

す
。
実
施
方
法
に
つ
い
て
は

事
業
所
の
他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
N
P
O
を
活
用
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
提
供
で
き
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
ど
の

く
ら
い
い
る
の
か
。

正
式
に
確
認
し
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
は

な
く
今
後
養
成
発
掘
し
ま
す
。

産
前
産
後
の
体
調
不
良

時
に
、
家
族
等
の
援
助

が
得
ら
れ
な
い
方
へ
母
子
の

身
の
回
り
の
世
話
や
育
児
相

談
を
行
い
、
保
護
者
の
子
育

厳
し
い
財
政
状
況
が
続

く
中
、
依
存
財
源
に
対

す
る
本
市
の
ス
タ
ン
ス
を
伺

う
。

依
存
財
源
を
積
極
的
に

活
用
す
る
こ
と
で
、
一

般
財
源
の
持
ち
出
し
を
減
ら

す
取
組
み
が
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
、
情
報
収
集
、
補
助

制
度
の
活
用
に
努
め
て
い
ま

す
。

袖
ケ
浦
駅
海
側
土
地
区

画
整
理
事
業
地
区
の
景

観
づ
く
り
へ
の
対
応
は
。

歩
車
道
を
分
離
し
て
植

栽
に
よ
る
緑
化
を
図
る

ほ
か
、
歩
道
に
つ
い
て
は
舗

装
を
カ
ラ
ー
平
板
と
す
る
な

ど
景
観
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

公
園
は
6
箇
所
を
配
置
し
、

緑
化
と
と
も
に
歩
道
等
で
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
良
好
な
ま

長
浦
、
袖
ケ
浦
駅
舎
の

完
成
を
見
据
え
て
ど
の

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
の
か
伺
う
。

駅
前
市
街
地
の
利
便
性

と
快
適
性
を
高
め
、
暮

ら
し
や
す
い
都
市
の
実
現
を

目
指
し
、
健
全
で
に
ぎ
わ
い

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
内
容
に
つ
い
て
。

農
業
で
は
、
担
い
手
の

確
保
と
育
成
、
工
業

で
は
、
臨
海
部
の
競
争
力
強

化
や
企
業
誘
致
、
商
業
で
は
、

各
商
店
の
魅
力
向
上
、
観
光

業
で
は
、
魅
力
あ
る
観
光
資

源
の
発
掘
に
取
り
組
み
ま
す
。

横
田
駅
や
東
横
田
駅
周

辺
の
整
備
計
画
や
市
街

化
区
域
の
見
直
し
に
つ
い
て
。

市
道
三
箇
横
田
線
の
改

良
工
事
に
着
手
し
、
市

て
を
支
援
す
る
ヘ
ル
パ
ー
派

遣
事
業
を
実
施
し
な
い
か
。

子
育
て
環
境
の
一
層
の

向
上
を
図
る
た
め
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
の
中
で
実
施
し
ま
す
。

利
用
し
や
す
い
よ
う
無

料
券
を
配
布
し
な
い
か
。

促
進
の
た
め
に
無
料
券

を
出
す
か
検
討
し
ま
す
。

み
ど
り
の
窓
口
復
活
を

求
め
て
い
か
な
い
か
。

千
葉
市
か
ら
富
津
市
ま

で
窓
口
が
一
箇
所
も
な

い
の
は
袖
ケ
浦
市
だ
け
で
す
。

両
駅
と
も
継
続
的
に
復
活
を

強
く
訴
え
て
い
き
ま
す
。

長
浦
駅
ホ
ー
ム
へ
の
階

段
は
長
く
市
民
か
ら
不

評
。
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
設
置

要
望
は
続
け
る
の
か
。

設
計
の
段
階
で
J
R
か

ら
断
ら
れ
ま
し
た
が
、

今
後
も
話
し
て
い
き
ま
す
。

ち
並
み
景
観
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
又
、
建
物
に
つ
い
て

は
、
地
区
計
画
の
運
用
に
よ

り
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

袖
ケ
浦
駅
海
側
土
地
区

画
整
理
事
業
地
区
を
横

断
す
る
奈
良
輪
第
一
雨
水
幹

線
の
景
観
と
し
て
の
取
組
み

を
伺
う
。

雨
水
幹
線
は
流
域
内
の

雨
水
を
安
全
確
実
に
排

水
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

整
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
水

辺
や
桜
並
木
な
ど
の
景
観
形

成
は
困
難
と
な
り
ま
す
。
し

か
し
雨
水
幹
線
沿
い
に
は
公

園
や
歩
行
者
専
用
道
路
が
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ

れ
ら
の
施
設
と
連
携
し
て
植

栽
や
カ
ラ
ー
平
板
に
よ
り
良

好
な
景
観
の
創
出
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

街
化
区
域
に
つ
い
て
は
、
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
見

直
し
時
に
可
能
性
を
検
討
し

ま
す
。地

域
活
性
化
に
取
組
む

リ
ー
ダ
ー
づ
く
り
に
向

け
た
新
た
な
仕
組
み
を
作
ら

な
い
か
伺
う
。

新
た
な
仕
組
み
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
専
門
家

の
確
保
等
課
題
が
あ
る
の
で
、

国
の
支
援
制
度
の
有
効
活
用

を
図
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
財
政
構
造

確
立
の
た
め
の
集
中
的

な
取
組
み
を
し
て
い
く
中
で
、

袖
ケ
浦
ら
し
さ
を
ど
の
よ
う

に
維
持
す
る
の
か
伺
う
。

社
会
経
済
情
勢
の
変

化
を
見
据
え
、
時
代
に

そ
ぐ
わ
な
い
も
の
は
見
直
し
、

新
た
な
ニ
ー
ズ
に
は
的
確
に

応
え
る
こ
と
で
袖
ケ
浦
ら
し

さ
を
維
持
し
ま
す
。

国
の
責
任
を
放
棄
す
る
介

護
保
険
改
定
に
反
対
を
!

産
前
産
後
の
支
援
が
前
進

J
R
に
強
く
要
請
を
!

依
存
財
源
︵
国
庫
及
び
県

支
出
金
︶
の
活
用

袖
ケ
浦
市
景
観
計
画

市
内
中
心
市
街
地
の
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

特
色
あ
る
施
策
、
袖
ケ
浦

ら
し
さ
を

QQQ

QQ

QQQ

QQQ

Q

QQ

AA

AA

AAA

AAAA

AA

A
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阿
津　
文
男　
議
員　
︵
市
民
ク
ラ
ブ
︶

　
福
原　
孝
彦　
議
員　
　
　
︵
市
民
ク
ラ
ブ
︶

・
施
政
方
針
に
つ
い
て

・
ご
み
の
諸
問
題
に
つ
い
て

・
施
政
方
針
に
つ
い
て

　　　　　議会だより　リニューアル
5月1日号から議会だよりをA4版に変更し、また、
内容についても議会改革のひとつとし、開かれた
議会をめざしリニューアルしました。今後も市民
のみなさんが　親しみやすく 読みやすい 広報づ
くりに 努めていきます。

一般質問市政を問う

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の

共
同
運
用
の
成
果
は
。

指
令
系
統
が
一
本
化
さ

れ
た
結
果
、
消
防
本
部

相
互
の
応
援
出
動
に
要
す
る

時
間
が
大
き
く
短
縮
さ
れ
ま

し
た
。す

こ
や
か
に
暮
ら
せ
る

ふ
れ
あ
い
と
支
え
あ
い

の
ま
ち
づ
く
り
施
策
は
。

第
2
期
地
域
福
祉
計
画

を
策
定
し
、
な
が
う
ら

健
康
福
祉
支
援
室
を
検
証
す

る
中
で
、
平
川
地
区
へ
の
新

た
な
開
所
に
向
け
準
備
し
て

い
き
ま
す
。

な
が
う
ら
健
康
福
祉
支

援
室
の
成
果
は
。

本
庁
で
し
か
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
保
険
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
身
近
な
地
域
で

受
け
ら
れ
、
良
い
と
の
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

将
来
の
発
展
を
見
据
え

た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
具
体
的
に
伺
う
。

将
来
に
向
け
た
積
極
的

な
対
応
が
必
要
な
時
期

と
考
え
て
い
ま
す
。
長
浦
駅

舎
の
供
用
開
始
、
袖
ケ
浦
駅

の
一
部
供
用
開
始
、
袖
ケ
浦

駅
海
側
地
区
の
ま
ち
開
き
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

平
川
地
区
が
取
り
残
さ

れ
て
い
る
印
象
が
強
い
、

農
業
と
観
光
を
結
び
付
け
る

も
の
が
あ
る
の
か
。

産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の

中
で
検
討
し
、
位
置
づ

け
ま
す
。

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
方

式
を
計
画
し
な
い
か
。

引
き
続
き
研
究
し
て
い

き
ま
す
。

横
田
駅
周
辺
及
び
平
川

行
政
セ
ン
タ
ー
周
辺
の

将
来
計
画
、
整
備
計
画
は
。

粗
大
ご
み
の
有
料
化
の

状
況
と
課
題
は
。

有
料
化
実
施
以
降
は
搬

入
量
が
大
き
く
減
少
し
、

当
初
懸
念
し
て
い
ま
し
た
、

ご
み
集
積
場
所
へ
の
不
適
正

搬
出
も
あ
ま
り
見
受
け
ら
れ

ず
、
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

不
法
投
棄
の
防
止
対
策

は
。

職
員
に
よ
る
週
6
日
の

監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び

監
視
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
、
状
況
に
よ
っ
て

は
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
を
行

う
な
ど
の
対
策
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

市
道
三
箇
横
田
線
の
整

備
に
H
26
年
度
か
ら
着

手
し
ま
す
。

持
続
可
能
な
財
政
構
造

へ
の
転
換
に
つ
い
て
具

体
的
に
伺
う
。

財
政
構
造
確
立
の
た
め

の
集
中
的
取
組
み
を
着

実
に
実
行
し
ま
す
。

公
共
施
設
の
再
編
整
備

の
な
か
で
、
幽
谷
分
校

は
当
面
小
規
模
特
認
校
制
度

が
導
入
さ
れ
た
が
平
岡
小
は

10
年
で
88
人
減
っ
て
い
る
、

野
里
地
区
を
住
宅
地
に
す
る

方
策
は
。

人
口
減
少
や
高
齢
化
に

伴
い
市
街
化
調
整
区
域

に
お
い
て
も
開
発
を
誘
導
し

次
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
土

地
利
用
方
針
で
検
討
し
ま
す
。

施
政
方
針
に
つ
い
て
問
う

ご
み
の
諸
問
題
に
つ
い
て

問
う

平
川
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

市
税
収
入
の
減
少
、
義
務

的
経
費
の
増
大

平
岡
地
区
の
地
域
振
興

Q QQ

QQQQ

QQ

QQ

AAA

AAA

AA

AAA※
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
…
滞
在
型

市
民
農
園

※

Ａ４版へ変更にあたり、以下の点を見直して、
議会だよりの作成経費削減に努めました。
　◆本文を２色刷りから１色刷りへ
　◆綴り用の穴開けを穴無しに
　◆紙質の見直し

みなさんのご意見をお寄せください。
sode32@city.sodegaura.chiba.jp
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Topicsトピッ スク

平成24年度より整備を進めてきた長浦駅南北
自由通路と新駅舎が一部供用開始されました。
改札出口正面には市政情報モニターが設置さ
れ、県道上空部分の自由通路東面には多目的
展示スペースが設置されています。また、2月22
日をもってみどりの窓口が営業を終了すること
について、袖ケ浦市議会では、2月21日にJR東日
本千葉支社長に対し、「みどりの窓口」存続を
求める要望書を提出しました。

長浦駅南北自由通路開通

　４月１日に子育て交流の場「そでが
うらこども館」がオープンしました。
お子さんと一緒に遊びに来てくださ
い。育児の不安が少しでも軽くなる
ように、自由にみんなとお話しした
り、遊んだり、子育ての悩みを保育
士さんに相談できる場所です。

表紙の写真

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
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長
　
篠
﨑
　
龍
夫

副
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波
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子

委
　
　
員
　
在
原
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樹

	

小
国
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緒
方
　
妙
子

	

篠
原
　
幸
一

	

佐
久
間
　
清

	

阿
津
　
文
男

＊一般質問通告一覧表は5月30日頃、ホームページに掲載する予定です。
＊�6月定例会の予定は、5月28日（水）に開催予定の議会運営委員会で正式決
定されます。詳しくは、議会事務局へお問い合わせください。

本会議
10：00～

本会議
10：00～

本会議
（一般質問）
9：30 ～

本会議
（一般質問）
9：30 ～

本会議
（一般質問）
9：30 ～

総務企画
常任委員会

文教福祉
常任委員会

建設経済
常任委員会

本会議
（一般質問
予備日）

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

6月定例会の予定

平成24年度から工事着手している新しい学校
給食センターの建設事業は、建築工事や関連す
る設備工事が順調に進められています。本施設
は、安心安全な学校給食の提供と、給食を活用
した食育や地産地消を推進することとして、整
備に取り組んでいるもので、平成26年秋の稼働
を目指しています。

学校給食センター建設中

袖ケ浦市議会 検索


